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研究成果の概要（和文）：本研究はマレーシアにおける『狩猟採集民』と『農耕民』関係について再考すること
を目的とした。マレーシア、サラワク州のブラガを中心にフィールドワークを行うことにより、狩猟採集民が定
住後、数十年がたった現代における関係性を再考した。その結果、定住した狩猟採集民と農耕民を巡る関係はよ
り複雑化し多様化していることが明らかになった。その背景にあるのは、キリスト教の普及活動、婚姻関係の多
様化、町居住の増加、賃金労働の多様化、土地争いや開発補助金など新たな状況によるものである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reconsider the relationship between "
hunter-gatherers" and "farmers" in Borneo. Fieldwork was conducting in Belaga District, Sarawak, 
Malaysia. The relationships between settled hunter-gatherers and farmers became more complicated and
 diversified. Christianity, the diversification of marital relations, the increasing number of 
people living in towns, the diversification of wage labor, land conflicts and development subsidies 
affected the new relationships.

研究分野： 文化人類学

キーワード： マレーシア　ボルネオ島　民族関係　社会変容　狩猟採集民　農耕民
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研究成果の学術的意義や社会的意義
狩猟採集民と農耕民の関係については、先行研究で植民地時代における狩猟採集民と農耕民のパトロン‐クライ
アント関係について報告されている一方で、1980年代以降は、政治化された森における狩猟採集民と政府の関係
など、森林伐採をめぐる闘争に焦点が当てられてきた。そのため、狩猟採集民と従来から共存してきた隣人との
関係については等閑視されている。そこで、本研究では、現代的状況における、定住した狩猟採集民と他民族集
団がどのような関係を持っているのかや、日常生活における民族間関係のなかでアイデンティティがどのように
意識されるのかを再考した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ボルネオには、約 2 万 5000 人の狩猟採集民がインドネシアとマレーシア、ブルネイの 3 か国

にまたがって居住している。彼らの多くは 1960 年代前後に定住し、現在では焼畑農耕などの農
業に従事している人が多い。なかには町に居住し、定職についていたり、ムスリムになっていた
りする人々もいるため、彼らは定住した狩猟採集民、あるいは元狩猟採集民といえる。現在、元
狩猟採集民の生活環境は多様であり、ムスリムになっていたり、公務員になっていたりする人も
いる。また、ボルネオでは 1980 年代以降、森林伐採やダム開発、プランテーション開発によっ
て補償金が支払われ、それを足掛かりに車や家を購入し、都市部で生活を始める人々もいる。森
に暮らさない元狩猟採集民が増えるなか、現在の生活における元狩猟採集民と他民族集団との
関係性については、再考が必要である。 
 
２．研究の目的 
狩猟採集民と農耕民の関係については、先行研究で植民地時代における狩猟採集民と農耕民

のパトロン‐クライアント関係について報告されている一方で、1980 年代以降は、政治化され
た森における狩猟採集民と政府の関係など、森林伐採をめぐる闘争に焦点が当てられてきた。そ
のため、狩猟採集民と従来から共存してきた隣人との関係については等閑視されている。 
そこで、本研究では、現代的状況における、定住した狩猟採集民と他民族集団がどのような関

係を持っているのかや、日常生活における民族間関係のなかでアイデンティティがどのように
意識されるのかを再考することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の方法は、文献調査と現地調査を行った。文献調査は、狩猟採集民の民族間関係を扱った

ものを中心に行った。現地調査では、マレーシア、サラワク州のブラガを中心に、ビントゥルや、
クチンにおいても行った。さらに、比較として、インドネシアのカリマンタンも訪した。 
 
４．研究成果 
(1)2015 年度の研究成果 
文献調査では、ボルネオ社会に関する文献資料、人類学におけるエスニック・アイデンティテ

ィ研究の文献を収集し、主として理論面での研究を進めた。マレーシア・サラワク州で、都市部
に居住する内陸部出身の、クニャ、カヤン、シハン、プナンなどの複数の民族集団出身者を対象
に現地調査を行った。調査では、都市部における社会関係の築き方について参与観察とインタビ
ューをおこなった。その結果、都市部においても内陸部でみられた社会関係を継続している事例
が観察された。一方、若い世代では様々な民族集団と日常的にオープンな関係を形成しているこ
とが明らかになった。 
ボルネオの内陸先住民コミュニティに、フィリピン人やインドネシア人などの外部者が取り

込まれるプロセス、そして外部者がコミュニティにもたらす社会的インパクトについて第 49 回
日本文化人類学会で発表した。この学会では、分科会「多元的結合と下からの共生－アジアにお
ける移民・難民の視点から」において、タイ、日本、アメリカなどさまざまな移民社会を対象と
した研究者と事例を比較検討し、議論した。また、第 11 回国際狩猟採集社会会議では、現代的
な状況における狩猟採集民の狩猟活動の位置づけとアイデンティティの関係について研究成果
の報告を行った。この会議では、ボルネオで研究をする海外の研究者と研究結果の解釈について
有意義な議論を行うことができた。その他、国内で開催された複数の学会や研究会に出席し情報
収集を行った。 
 都市部に暮らす若い世代の間で、どのようにエスニック・アイデンティティの揺らぎがみられ
るのか、また、都市部で育った子供たち世代が、どのようなエスニック・アイデンティティを形
成していくのか、は重要な論点である。 
 
(2)2016 年度の研究成果 
近年、ボルネオ島の内陸部ではBorneo Evangelical Missionの宣教活動が再び始まっている。

ブラガにある教会では、定住した狩猟採集民は、カヤン、ダンジョンといった他民族集団と一緒
に活動し、他の地域の教会や村を訪問する機会が増えている。マレーシア・サラワク州ビントゥ
ルとブラガで現地調査を行い、教会での行事を通じてシハンがどのようにカヤンやクニャなど
近隣の人々と関係性を構築しているのか、観察とインタビューを行った。教会活動を通じて築か
れる、より開かれた関係性が明らかになった。 
9 月には、インドネシア・北カリマンタン州にて現地調査を実施した。カヤン・ウル郡および

カヤン・スラタン郡の複数のケニャの村を訪れて、農耕民の側から見た狩猟採集民との関係史に
ついて聞き取り調査を行った。また、北カリマンタン州マリナウ市において定住した狩猟採集民
であるプナン・マリナウやプナン・アプットに口承史や言語について聞き取り調査を実施した。
東カリマンタン州サマリンダ市近郊のスンガイ・クンジャン地区においては、マハカム川上流域
から都市に働きに出ているプナン・トゥブ、リスム、ブケットの人々に都市での生活と村の歴史、



言語についてインタビューを行った。今後重要となる協力者やインフォーマントを見つけるこ
とができた。また、現地の大学を訪問し、地元の研究者と協力関係を築いた。 
 
(3)2017 年度の研究成果 
2017 年度は、サラワク中央部における「狩猟採集民」と「農耕民」の社会関係について、マレ

ーシア・サラワク州の複数の村落を訪れて現地調査を行った。特に狩猟採集民の村落におけるイ
ンドネシア人などの外部者との関係を明らかにした。文献調査として、ボルネオ研究読書会を組
織し、8回の読書会を開催した。近年刊行されたボルネオに関する重要な英文書籍の精読を通し
て、研究動向を検討した。 
研究成果のうち、狩猟採集民の村落におけるインドネシア人居住者との関係について『マレー

シア研究』より論文を刊行した。定住した狩猟採集民が持つ他民族集団に対する認識について、
現地雑誌 Ngingit より論文を刊行した。また、定住した狩猟採集民ブカタンと農耕民イバンの歴
史的な関係を考察し、同じく現地雑誌 Ngingit より論文を刊行した。 
 
（4）2018 年度の研究成果 
マレーシア・サラワク州ラジャン川上流において現地調査を行った。狩猟採集民シハンの集落

を中心に、おなじく狩猟採集民であるプナン・ブラガンとの歴史的な関係について聞き取り調査
を行った。また、周辺の農耕民であるカヤン、シカパン、クジャマンなどとの婚姻関係や擬家族
関係についてインタビューを行った。2018 年 8月には、ブラジル・ベレンで開催された第 16 回
International Society of Ethnobiology Congress において口頭発表を行った。マレーシアと
インドネシアの狩猟採集民と農耕民における野生動物の狩猟について研究成果を発表した。10
月には、日本文化人類学会北陸人類学研究会においてマレーシアの狩猟採集民シハンの社会性
について研究成果のまとめを口頭発表した。また成果の一部を日本文化人類学会北陸人類学研
究会ニューズレターに掲載した。さらに、マレーシア・ラジャン川流域における狩猟採集民と農
耕民が観光に関わるプロセスについて福井県立大学公開講座で講演を行った。 
 
(5) 2019 年度の研究成果 
 2019 年度は、研究成果のまとめと執筆、刊行を中心におこなった。マレーシア、サラワク州
における狩猟採集民と農耕民の狩猟方法の違いについて、英文書籍を刊行した。これは、プナン、
カヤン、ブキタン、イバン、クニャなど、サラワク中央部における複数の民族集団の狩猟につい
て、生態環境や社会環境との相関関係を分析したものである。生態環境の指標として、二次林、
アブラヤシ・プランテーション、アカシア・プランテーションなどによって、狩猟頭数や狩猟動
物がどのように異なるのかを考察した。また、社会環境として、都市からの距離や、村外労働有
無、猟師の人数などによって狩猟結果がどのように異なるのかを分析した。分析結果は、ブラガ
郡のシハンやシカパンなどの狩猟方法と比較を行った。 
 また、ブラガ町とビントゥル市におけるシハンと、カヤンや華人、マレー人などとの婚姻関係
について、2019 年 9 月にポーランドで開催された、国際人類学民族科学連合で研究成果を発表
した。「狩猟採集民」と「農耕民」の民族関係は、都市部においてより平等でオープンな関係を
築く可能性がある。関係性の相違が生まれる背景を 2つの地域から考察した。 
東南アジアにおける狩猟採集民と農耕民の狩猟活動について、丸善出版から刊行された日本

語の書籍に執筆した。フィリピン、インドネシア、タイなどで行われている狩猟を文献調査から
まとめ、マレーシアボルネオ島での狩猟対象、方法などと比較した。また、マレーシア、サラワ
ク州における狩猟採集民と農耕民の民族関係について、同じく丸善出版から刊行された日本語
書籍に執筆した。 
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